
指定管理施設（　ふれあいセンター姫　）事業評価表

南姫児童センター　事業分

乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計

① 乳幼児クラブ　０歳

・ベビークラブ 毎月
１，２回

10 16 245 0 0 218 463 16 123 0 0 123 246

・親子ふれ合い遊びを中心に、子どもの様子
を見ながら活動を進めてきた。保健センターか
ら保健師を招き、子育てに関する悩みなど質
問できる事業も実施した。子どもの成長をお母
さんと一緒に喜び合うことができた。

② 乳幼児クラブ　１歳

・ぴよぴよクラブ

毎月
１，２回

10 16 70 0 0 76 146 15 194 0 0 210 404

・参加人数が多かったので、主任児童委員・民
生児童委員に託児や見守りを依頼し、活動を
行ってきた。託児により、親子1対1の時間が充
実した。地域の方が見守ってくれているという
安心感の中で活動することができた。また、後
期は前期のアンケートに「運動を増やしてほし
い。」という要望があったことから臨機応変に
内容を変え、運動あそびを増やしたことで参加
者満足度向上につながった。

③ 乳幼児 クラブ　２歳

・ちびっこクラブ
・キンダークラブ

毎月
１，２回

10 32 313 9 0 301 623 32 126 0 0 119 245

・2歳児のクラブでは、太平公園や共栄公園な
ど南姫地域外の活動も取り入れる工夫をし
た。子どもにとって初めての場所は新鮮で、遊
具を見つけては喜んで遊んでいた。多治見市
の子どもの居場所を母親にクラブを通じて知っ
てもらえた。

64 628 9 0 595 1232 63 443 0 0 452 895
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④ 乳幼児 自主事業

・えいごで遊ぼう
・おんがくで遊ぼう
・幼児トランポリン(毎月)
・幼児水あそび(毎月)
・幼児お話なぁに(毎月)
・子どもランド(季節行事等)

随時 13 15 65 448 2 0 446 896 69 481 10 0 466 957

・「子どもランド」は28年度までは誕生日会のみ
を実施していたが、29年度はクリスマス会など
季節行事を取り入れて実施した。ハロウィン、
クリスマス会は参加人数が多く、好評だった。
参加人数も増え、児童センター利用者増加に
つながった。

65 448 2 0 446 896 69 481 10 0 466 957
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乳幼児 小学生 中高生 大人 合計 乳幼児 小学生 中高生 大人 合計
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①
一輪車クラブ 17 0 193 0 25 218 13 0 117 0 3 120

子どもスタッフクラブ 17 0 84 0 26 110 16 0 112 0 0 112

ハンドメイドクラブ 8 0 113 0 0 113 7 0 78 0 0 78

チャレンジクラブ 8 1 69 0 1 71 7 0 85 0 0 85

② ボランティア活動

・チョボラ(被災地支援等)

随時 32 1 173 10 2 186 24 1 103 5 1 110

・「チョボラ」では、部屋の片づけや清掃など簡
単な手伝いをしてもらった。敬老の日と東日本
震災支援では、「靴はさみ」を200個以上製作
して送った。細かな作業で、難しいことや面倒
なこともあったが、作りきることができた。思い
やりやボランティアの心を促した。

82 2 632 10 54 698 67 1 495 5 4 505

2

③ 児童　自主事業

・小学生トランポリン(毎月)
・小学生お話なぁに(毎月)
・みんなであそぼう
・チャレンジ番付(毎月)
・季節行事(ハロウィン等)
・福祉体験
・一輪車交流会
・子どもスタッフ交流会

随時 13 12 100 83 946 20 184 1233 94 10 761 7 33 811

・他学年同士の交流を促し、事業を実施した。
高学年に圧倒されてしまい、低学年が遊びや
工作時に委縮してしまうことがあったが、職員
が間に入ることで安心して楽しく活動を行え
た。
・「小学生お話なぁに」では、児童センターに遊
びに来る子どもの中で読書をする子どもは少
ない。職員が読み聞かせをすることで、絵本に
触れる機会をつくった。また、遊びに夢中に
なっている中、読み聞かせの時間を挟むこと
で、クールダウンでき、その後の遊びに落ち着
きが見られるようになった。
・「子どもスタッフ交流会」は7館全体で92名参
加した。

100 83 946 20 184 1233 94 10 761 7 33 811
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・一輪車クラブでは、苦手なことを中心に練習
するよう励まし支援をした。挫けてしまう時も
あったが、根気強く取り組む姿勢が身につい
た。
・子どもスタッフは、施設外にも足を延ばし、グ
ループホーム花トピアの慰問を実施した。低学
年のクラブ員が多い中、上級生を中心にまと
まった活動ができた。
・ハンドメイドクラブ、チャレンジクラブでは、初
回に子どもたちに何がしたいかを問いかけ、
活動計画を練った。結果、子どもの意欲が向
上し、主体的な活動につながった。

２ヶ月
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① 児童館まつり

・ふれあいセンター姫夏祭り
・ふれあいセンター姫祭り

年２回 1 2 75 98 3 231 407 2 47 79 14 227 367

・８月に「ふれあいセンター姫夏祭り」、３月に
は「ふれあいセンター姫祭り」を開催した。初め
て来たという方もみえて、児童センターの楽し
さや良さを知ってもらうことができた。地域内外
の方に楽しんでもらい、児童センターをPRする
ことができた。

② 移動児童館

・30区どんど焼き
・スポーツミニフェスタ
・公民館まつり
・子ども会交流

随時 4 50 163 69 105 387 4 41 179 66 94 380

・地域行事に移動児童館として参加し、各関係
団体と連携を深めた。地域で子どもたちを見
守る体制が強くなっていくことが期待できる。
地域行事には普段児童センターに遊びに来れ
ない子どもたちも多く参加している。地域行事
を通じて児童センターの遊び、活動を体験して
いる。

6 125 261 72 336 794 6 88 258 80 321 747

2

③ 地域・多世代自主事業

・30区夏まつり
・デイサービス交流
　(子どもの日お祝い等)
・老人センター交流
 (しめ縄づくり等)

随時 13 13 15 155 321 17 490 983 15 88 359 24 420 891

・複合館の特性を活かし、老人センター・デイ
サービス・包括支援センターと連携し、共催事
業を実施した。年間を通じて実施したことで、
子どもたちはデイサービス、老人センターの利
用者を身近に感じるようになり、日常から会話
をする姿も見えるようになった。また、ゆっくり
話すなど高齢者への関わり方が自然と身につ
いたようだ。多世代交流事業が日常につな
がったことは大きな成果である。

15 155 321 17 490 983 15 88 359 24 420 891
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1

① 中高生ボランティア

・ふれあいセンター姫祭り
　ボランティア
・ボランティア体験
　(乳幼児とのふれあい)
・吹奏楽部の演奏会

長期夏季
休業

随時

3 13 13 11 0 0 39 0 39 7 3 31 36 55 125

・夏休みのボランティア体験や、南姫中学校の
「きらめき隊」でボランティア活動の場を提供し
た。次世代の親になるための支援として、幼児
との関りを重視した。子育ての喜びや苦労を
知ってもらう良い機会となった。

11 0 0 39 0 39 7 3 31 36 55 125

2

② 中高生　自主事業

・中高生とあそぼう

随時 13 14 2 6 4 7 6 23 4 1 43 19 4 67

・「中高生と遊ぼう」を企画し、普段はあまり関
わることができないお兄さんやお姉さんと一緒
に遊べる時間を設けた。中高生は思いやりを
持って小学生と遊んでいた。お互いとても楽し
んでいた。
・南姫中学校の吹奏楽部に依頼し、クリスマス
会などで演奏をしてもらった。季節行事を一層
華やかにした。地域の中で活躍の場を提供し
た。

2 6 4 7 6 23 4 1 43 19 4 67
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① 相談事業

・子育て相談日

月１回 12 12 11 1 0 11 23 11 9 1 0 12 22

・来館者と職員が悩みを共有することで、少し
すっきりして帰ってもらうことができた。また相
談を通して、保護者との信頼関係の形成にも
つながり、安心して児童センターを利用しても
らえるようになった。
8月相談日は警報発令のため、休館となり実
施できなかった。

② 講習・講演・多連携

・ボーイスカウト主催
　わんぱくまつり
・消費者教育講座
・夏の科学工作
・赤い羽根共同募金配分金事業

　「くす田博士の
　　　　サイエンスショー」
　「体操のお兄さんと
　　　　　　　　あそぼう」
・歳末助け合い募金配分金事業

　「たじみ児童館
              将棋まつり」

随時 2 6 168 76 2 196 442 7 45 74 4 71 194

・児童館・児童センター合同で、赤い羽根共同
募金配分金事業や歳末助け合い募金配分金
事業を実施し、多くの方に参加していただい
た。市民に募金の意義を伝えることができた。
児童館全体で見ると、職員が声をかける等の
宣伝をしなくても市民自ら申し込みをすること
が多く、「参加したい！」と思える事業だった。
・「ボーイスカウト主催　わんぱくまつり」は7館
全体で207名参加した。
・「くす田博士のサイエンスショー」は7館全体
で223名参加した。
・「体操のお兄さんとあそぼう」は7館全体で
150名参加した。
・「たじみ児童館将棋まつり」は7館全体で155
名参加した。

② 母親クラブ

・活動支援
月１回 14 14 13 0 87 114 11 18 3 0 56 77

・地域の祭りやふれあいセンター姫祭りの時に
遊びのブースの補助をしてくれたり、母親クラ
ブでの活動を行ったりした。母親クラブとの共
催事業も行い、参加者に母親クラブをPRして
楽しさを伝えた。

32 193 90 2 294 579 29 72 78 4 139 293

2

③ 子育て　自主事業

・ひめのちびっこママサロン
　(親育ち4363たじみプラン
　　　　　　　　　協賛事業)

随時 14 13 3 4 0 0 49 53 3 25 0 0 29 54

・２９年度からは姫地区での事業として、親育
ち４３６３たじみプラン協賛事業「姫のちびっこ
ママサロン」を実施した。保健師の食育に関す
る講話やヨガ・エアロビ・寝相アートを実施し
た。内容に満足して楽しんでもらえた。寝相
アートは児童館で実施したため、初めて来館
する親子も多く、ＰＲにもつながった。

3 4 0 0 49 53 3 25 0 0 29 54

 　　　　　　　「年度評価欄」は、次の内容で記入。

　　　　　　　・仕様書以上：15～12点、仕様書に忠実：11～9点、仕様書の一部不実施（軽微）：8～7点、仕様書の一部不実施（中程度）：6～3点、それ以下：2～0点

（留意事項）　※「区分欄」は、指定管理者の協定書・仕様書で定められた事業は「１」、協定書等にない自主事業は「２」を記入。
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